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入試H程 D日程 出題科目名 小論文

出題趣旨

問題文は、 売買の交渉場面での情報格差と交渉の方法について、 記述されている

文章である。

設問 1 は、問題文を読んで、 売主が情報をある程度持っている場合の交渉場面で、

買主の提案にすぐに応じてはならない理由を読み取り、 論述することが求められて

しヽる。

設問2は、 問題文を読んで、 買主が情報を持っていない場合の交渉場面で、 買主

から提案をしたことが失敗である理由を読み取り、論述することが求められている。

この設間1、 設問2については、 問題文の単なる抜き出し、 冗長な引用による回

答を求めているものではない。 問題文の内容を読み取り、 端的に重要な事項を指摘

できる能力を測定することを意図して出題したものである。

設問 3(1)は、買主がある程度情報を持っている場合の交渉場面で、①買主が提案

をした場合と②買主が提案をしなかった場合に、 それぞれ、 その後の交渉経過がど

うなるかを論理的に想像し、 具体的に論述することを求める問題である。

設問 3(2)は、 同(1)の①あるいは②の方法につき、 いずれかを選択し、 その方法

を選択した理由を論理的に論述することを求める間題である。

この設間3については、 問題文に記載されている限られた事項から、 論理的に考

え、 場面を具体的に想像することを前提に、 その考えた内容や想像した内容を、 わ

かりやすく論述する能力を測定することを意図して出題したものである。 なお、 設

問 3(2)については、①あるいは②の方法選択について正解があるわけではなく、選

択した方法について、 論理的な理由を論述することができていれば、 出題意図に沿

う答案として評価される。

1/1 


